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想定を超える⼤地震下における鋼構造
建物の倒壊余裕度の向上

向出 静司（むかいで せいじ）
⼯学部 建築学科 准教授

⽤途・応⽤分野：建築構造、耐震設計、振動解析

■研究シーズ概要
建築基準法の想定を超える⼤地震に対して、建

築物は耐⼒を保持できる変形域を超えて耐⼒劣化
し、倒壊する懸念がある。
本研究者は、⼀般的な鋼構造ラーメン⾻組を対

象に、(1)超⼤変形域に⾄るまでの構成部材の破
壊実験を通じて、その耐⼒劣化性状を把握すること、
(2)超⼤変形域の挙動を考慮した建物全体の地
震応答解析により、その倒壊性状を把握すること、
(3)倒壊パターンの分類から倒壊余裕度の評価⽅
法を提案すること、などを実施している。上記(1)、
(2)、(3)を組み合わせて、新たな設計技法の構築
を⽬指している。

■研究シーズの特徴
建築基準法では、⼤地震に対して「⼈命が損なわれるような壊れ⽅をしない」ように設計
基準が設けられている。このような状態を超えて、倒壊に⾄るまでの挙動を把握するため
には、⼀般的な実験・解析の数倍から10倍程度の⼤きな変形域で、破断や座屈が⽣じ
て耐⼒劣化する際の性状を把握する必要がある。本研究テーマでは、実験的研究にお
いては、超⼤変形域まで載荷していること、解析的研究においては、耐⼒劣化とPΔ効果
を考慮して倒壊までの地震応答解析を実施している。
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